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クリーンテック株式＆
グリーンボンド・ファンド

（資産成長型）
（愛称：みらい Earth 成長型）
（予想分配金提示型）

（愛称：みらい Earth 分配型）★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／内外／資産複合
信託期間 2020年 2 月18日～2030年 5 月10日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

イ ．アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替
ヘッジなし）（適格機関投資家専用）の受益証券

ロ ．アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジ
なし）（適格機関投資家専用）の受益証券

組入制限 投資信託証券組入上限比率 無制限

分配方針

資産成長型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、配
当等収益の中から基準価額の水準等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、配当等収益が
少額の場合には、分配を行なわないことがあり
ます。

予想分配金
提 示 型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、分配対象額の範囲内で、下記イ．および
ロ．に基づき分配します。ただし、分配対象額
が少額の場合には、分配を行なわないことがあ
ります。
　イ ．計算期末の前営業日の基準価額（ 1万口

当り。既払分配金を加算しません。以下同
じ。）が10, 500円未満の場合、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額
を決定します。

　ロ ．計算期末の前営業日の基準価額が10, 500
円以上の場合、原則として、当該基準価額
に応じ、下記の金額（ 1万口当り）を分配
することをめざします。

（ａ）10, 500円以上11, 000円未満の場合…300円
（ｂ）11, 000円以上11, 500円未満の場合…350円
（ｃ）11, 500円以上12, 000円未満の場合…400円
（ｄ）12, 000円以上12, 500円未満の場合…450円
（ｅ）12, 500円以上の場合　　　　　　…500円
　なお、当該計算期末に向けて基準価額が急激
に変動した場合等には、上記の分配を行なわな
いことがあります。

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、日本を含む世界のクリーン

テック関連企業の株式およびグリーンボンド
に投資し、信託財産の成長をめざしておりま
す。当作成期につきましてもそれに沿った運
用を行ないました。ここに、運用状況をご報
告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇SUZ0341020230511◇

運用報告書（全体版）
第 7期

（決算日　2023年 5 月11日）
（作成対象期間　2022年11月12日～2023年 5 月11日）



クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

資産成長型

決　　算　　期
基 準 価 額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 　 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 　 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
3期末（2021年 5 月11日） 12, 050 0 9. 0 98. 3 6, 269
4 期末（2021年11月11日） 12, 986 0 7. 8 99. 0 9, 917 
5 期末（2022年 5 月11日） 11, 500 0 △ 11. 4 98. 6 9, 201 
6 期末（2022年11月11日） 12, 112 0 5. 3 98. 7 9, 652 
7 期末（2023年 5 月11日） 11, 871 0 △ 2. 0 98. 7 9, 530 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 最近5期の運用実績
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

■基準価額・騰落率
期　首：12, 112円
期　末：11, 871円（分配金 0円）
騰落率：△2. 0％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
当作成期の基準価額は、為替市場でユーロが対円で上昇（円安）したことがプラス要因となった
ものの、2023年度の業績見通しの悪化が懸念された保有株式が下落したことや、米ドルが下落（円
高）したことなどがマイナス要因となり、下落しました。

■組入ファンドの当作成期中の騰落率と期末の組入比率
組入ファンド 騰落率 比　率

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 2. 0％ 50. 3％

アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） △4. 9％ 48. 4％
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基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 年　　　月　　　日
基　　　準　　　価　　　額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率騰　　落　　率

円 ％ ％
（期首）2022年11月11日 12, 112 ― 98. 7

11月末 11, 989 △ 1. 0 99. 3
12月末 11, 315 △ 6. 6 98. 3

2023年 1 月末 11, 701 △ 3. 4 98. 8
2 月末 11, 907 △ 1. 7 99. 0
3 月末 11, 850 △ 2. 2 98. 7
4 月末 11, 778 △ 2. 8 99. 1

（期末）2023年 5 月11日 11, 871 △ 2. 0 98. 7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

■グローバル株式市況
グローバル株式市況は、上昇しました。
グローバル株式市況は、当作成期首より2022年11月末にかけて、財政悪化懸念による英国市場の
混乱が収束して欧米の金利上昇が一服したことや、米国のインフレ率が予想を下回ったことなどが
好感されて上昇しました。年末にかけては、米国の景況感や企業業績の悪化懸念などから下落しま
したが、2023年に入ると、賃金上昇率の鈍化でＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利上げペース
が減速するとの期待などから上昇しました。 2月から 3月半ばにかけては、予想を上回る経済指標
の発表が相次ぎ金利が上昇したことや、米国の地方銀行の経営破綻を受けて下落しましたが、その
後は、ＦＲＢによる緊急融資枠の新設で資金繰り懸念が後退したことなどが好感され、成長株を中
心に上昇に転じました。 4月以降は、地方銀行の経営不安が再燃する一方、予想を上回る企業決算
の発表が好感されるなど好悪材料が入り交じり、おおむね横ばいで推移して当作成期末を迎えまし
た。
■グローバル債券市況
米国金利は低下（債券価格は上昇）、欧州金利は上昇（債券価格は下落）しました。
グローバル債券市況は、当作成期首より、米国のＣＰＩ（消費者物価指数）が予想を下振れたこ
とで長期のインフレ期待が低下したことや、世界的な景気減速懸念が高まったことなどから、金利
は低下しました。2022年12月は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が2023年末の政策金利見通し
を上方修正したことや日銀が想定外の政策修正を行ったことで、世界的に金融引き締めが意識さ
れ、金利は上昇しました。特に欧州債券市場では、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が極めてタカ派的な姿
勢に転じたことで、金利が大きく上昇しました。2023年 1 月に入ると、米国の雇用統計において賃
金の伸びが予想を下回ったことや、一部物価指数においてインフレ鈍化傾向が確認されたことなど
が金利低下材料となり、金利は低下しました。 2月には、労働市場をはじめ発表された経済指標が
軒並み強い結果となり、さらなる金融引き締め観測が織り込まれたことで金利は上昇に転じ、 1月
の金利低下が巻き戻される格好となりました。しかし 3月には、米国の地方銀行の経営破綻に端を
発する信用不安が広がり、将来の利下げ織り込みが加速したことや投資家のリスク回避姿勢が強
まったことから、金利は大きく低下しました。 4月以降は、強弱入り混じる経済指標の結果などか
ら、長期金利は方向感のない展開となりましたが、地方銀行の経営不安が再度意識されたことで、
米国の短中期金利は小幅に低下しました。
■為替相場（米ドル／円、ユーロ／円）
対円で米ドルは下落（円高）、ユーロは上昇（円安）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、インフレ率の低下期待などから米国金利が低下したこ
とで日米金利差の縮小が意識され、円高米ドル安となりました。2022年12月は、日銀が想定外の政
策修正を行ったことで金融緩和政策の転換などが意識され、日本の長期金利が大きく上昇するとと
もに円高米ドル安が進行しました。2023年 1 月には、日銀が金融緩和政策の維持を決定したことで
一時的に円安米ドル高が進行する局面もありましたが、日米金利差の縮小などにより円高米ドル安

投資環境について （2022. 11. 12 ～ 2023. 5. 11）
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

基調が継続しました。しかし 2月に入り、堅調な米国の経済指標を受けて米国金利が大きく上昇し
たことで、円安米ドル高に転じました。 3月は、信用不安の拡大により米国金利が大きく低下した
ことや、リスク回避による円買い需要の高まりなどから、円高米ドル安となりました。その後は、
米国金利に連れる格好でレンジでの推移となったものの、当作成期末にかけてはＦＲＢ（米国連邦
準備制度理事会）の利上げ継続姿勢が意識される展開となり、小幅に円安米ドル高となりました。
ユーロ円為替相場は、当作成期を通じて上昇しました。信用不安の高まりによりユーロは対円で
下落する場面もあったものの、ユーロ圏の景気動向が市場予想を上回ったことや、ＥＣＢ（欧州中
央銀行）の利上げ継続観測などによりユーロは買い戻され、当作成期末にかけて上昇しました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
※クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式
ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為
替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）
当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能

な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる投資機会が創出される
ものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いクリーンテック関連企業
に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の変化を背景に長期的な
成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

■当ファンド
当ファンドは、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」および「グリーンボン

ド・ファンド（為替ヘッジなし）」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、純資
産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程
度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度、組み入れました。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。
「地球温暖化対策」では米国の再生可能エネルギー大手のネクステラ・エナジー、「環境汚染防
止」では英国の水質検査装置のリーディングカンパニーのハルマ、「廃棄物処理・資源有効利用」
ではカナダの廃棄物処理業者ウエイスト・コネクションズ、「持続可能な食糧供給」では農薬散布
を最適化する技術の開発に取り組む米国の農機メーカーのディアなどの企業に投資しました。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。通貨別ではユーロ建てが最も多く、次いで米ドル建てなどに投資しました。債券種別
配分では社債を多めに配分しており、中でもユーロ建社債を選好しました。地域別では、欧州周辺
国への配分をやや多めとし、新興国については引き続きチリ、インドネシアなどを中心に多めの配
分としました。

ポートフォリオについて （2022. 11. 12 ～ 2023. 5. 11）
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年11月12日
～2023年 5 月11日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 2, 563
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる投資機会が創出される
ものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いクリーンテック関連企業
に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の変化を背景に長期的な
成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。

今後の運用方針
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 11. 12～2023. 5. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 67円 0. 567％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 786円です。

（投 信 会 社） （21） （0. 175）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （45） （0. 382）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （1） （0. 011） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0. 004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 67 0. 571

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 69％です。

総経費率
1. 69％

運用管理費用
（投信会社）
0. 35％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 51％

運用管理費用以外
0. 03％

　投資先
ファンド
0. 54％　

当ファンド
1. 15%

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 69％
①当ファンドの費用の比率 1. 15％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 51％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 03％

（注 1）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注 4）各比率は、年率換算した値です。
（注 5）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 6）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注 7）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2022年11月12日から2023年 5 月11日まで）
買　　　　　　付 売　　　　　　付

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

国　
　

内

千口 千円 千口 千円
アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 49, 064. 01 65, 000 37, 034. 543 55, 000 

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 58, 869. 702 60, 000 58, 162. 078 60, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンド
の明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
国内投資信託受益証券
アクサ ＩＭクリーンテック関連
株式ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

3, 235, 700. 667 4, 612, 167 48. 4 

アクサ ＩＭグリーンボンド・
ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

4, 642, 787. 959 4, 795, 535 50. 3 

合 計
口 数 、 金 額 7, 878, 488. 626 9, 407, 703 
銘 柄 数 ＜ 比 率＞ 2 銘柄 ＜98. 7％＞ 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 9, 598, 326, 511円

コール・ローン等 190, 623, 099
投資信託受益証券（評価額） 9, 407, 703, 412

（Ｂ）負債 68, 152, 236
未払解約金 14, 248, 788
未払信託報酬 53, 517, 591
その他未払費用 385, 857

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 9, 530, 174, 275
元本 8, 028, 414, 913
次期繰越損益金 1, 501, 759, 362

（Ｄ）受益権総口数 8, 028, 414, 913口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11, 871円

＊ 期首における元本額は7, 969, 493, 081円、当作成期間中における追加設定元本額
は613, 499, 256円、同解約元本額は554, 577, 424円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11, 871円です。

 ■投資信託財産の構成
2023年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 9, 407, 703 98. 0
コール・ローン等、その他 190, 623 2. 0
投資信託財産総額 9, 598, 326 100. 0
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（資産成長型）

 ■損益の状況
当期  自 2022年11月12日  至 2023年 5 月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △ 24, 529円

受取利息 931
支払利息 △ 25, 460

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 121, 195, 482
売買益 106, 153, 035
売買損 △ 227, 348, 517

（Ｃ）信託報酬等 △ 53, 903, 448
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 175, 123, 459
（Ｅ）前期繰越損益金 178, 245, 295
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 498, 637, 526

（配当等相当額） （ 1, 000, 827, 901）
（売買損益相当額） （ 497, 809, 625）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 1, 501, 759, 362
次期繰越損益金（Ｇ） 1, 501, 759, 362
追加信託差損益金 1, 498, 637, 526
（配当等相当額） （ 1, 000, 827, 901）
（売買損益相当額） （ 497, 809, 625）
分配準備積立金 734, 262, 135
繰越損益金 △ 731, 140, 299

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 1, 323, 538, 596　
（ｄ）分配準備積立金 734, 262, 135　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 057, 800, 731　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 2, 057, 800, 731　
（ｈ）受益権総口数 8, 028, 414, 913口
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

予想分配金提示型

決　　算　　期
基 準 価 額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 　 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 　 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
3期末（2021年 5 月11日） 11, 290 400 8. 9 96. 4 3, 866 
4 期末（2021年11月11日） 11, 727 450 7. 9 98. 2 4, 729 
5 期末（2022年 5 月11日） 10, 388 0 △ 11. 4 94. 8 4, 280 
6 期末（2022年11月11日） 10, 654 300 5. 4 97. 7 4, 065 
7 期末（2023年 5 月11日） 10, 457 0 △ 1. 8 95. 7 4, 338 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 最近5期の運用実績
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円）

期　首
（2022. 11. 11）

期　末
（2023. 5. 11）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

11, 000

10, 500

10, 000

9, 500

9, 000

（億円）
80

60

40

20

0

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

■基準価額・騰落率
期　首：10, 654円
期　末：10, 457円（分配金 0円）
騰落率：△1. 8％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
当作成期の基準価額は、為替市場でユーロが対円で上昇（円安）したことがプラス要因となった
ものの、2023年度の業績見通しの悪化が懸念された保有株式が下落したことや、米ドルが下落（円
高）したことなどがマイナス要因となり、下落しました。

■組入ファンドの当作成期中の騰落率と期末の組入比率
組入ファンド 騰落率 比　率

アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） △4. 9％ 48. 0％

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 2. 0％ 47. 7％
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 年　　　月　　　日
基　　　準　　　価　　　額 投 資 信 託

受 益 証 券
組 入 比 率騰　　落　　率

円 ％ ％
（期首）2022年11月11日 10, 654 ― 97. 7

11月末 10, 548 △ 1. 0 99. 0
12月末 9, 958 △ 6. 5 98. 6

2023年 1 月末 10, 298 △ 3. 3 99. 2
2 月末 10, 480 △ 1. 6 99. 0
3 月末 10, 433 △ 2. 1 98. 8
4 月末 10, 372 △ 2. 6 99. 3

（期末）2023年 5 月11日 10, 457 △ 1. 8 95. 7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

投資環境について （2022. 11. 12 ～ 2023. 5. 11）

■グローバル株式市況
グローバル株式市況は、上昇しました。
グローバル株式市況は、当作成期首より2022年11月末にかけて、財政悪化懸念による英国市場の
混乱が収束して欧米の金利上昇が一服したことや、米国のインフレ率が予想を下回ったことなどが
好感されて上昇しました。年末にかけては、米国の景況感や企業業績の悪化懸念などから下落しま
したが、2023年に入ると、賃金上昇率の鈍化でＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利上げペース
が減速するとの期待などから上昇しました。 2月から 3月半ばにかけては、予想を上回る経済指標
の発表が相次ぎ金利が上昇したことや、米国の地方銀行の経営破綻を受けて下落しましたが、その
後は、ＦＲＢによる緊急融資枠の新設で資金繰り懸念が後退したことなどが好感され、成長株を中
心に上昇に転じました。 4月以降は、地方銀行の経営不安が再燃する一方、予想を上回る企業決算
の発表が好感されるなど好悪材料が入り交じり、おおむね横ばいで推移して当作成期末を迎えまし
た。
■グローバル債券市況
米国金利は低下（債券価格は上昇）、欧州金利は上昇（債券価格は下落）しました。
グローバル債券市況は、当作成期首より、米国のＣＰＩ（消費者物価指数）が予想を下振れたこ
とで長期のインフレ期待が低下したことや、世界的な景気減速懸念が高まったことなどから、金利
は低下しました。2022年12月は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が2023年末の政策金利見通し
を上方修正したことや日銀が想定外の政策修正を行ったことで、世界的に金融引き締めが意識さ
れ、金利は上昇しました。特に欧州債券市場では、ＥＣＢ（欧州中央銀行）が極めてタカ派的な姿
勢に転じたことで、金利が大きく上昇しました。2023年 1 月に入ると、米国の雇用統計において賃
金の伸びが予想を下回ったことや、一部物価指数においてインフレ鈍化傾向が確認されたことなど
が金利低下材料となり、金利は低下しました。 2月には、労働市場をはじめ発表された経済指標が
軒並み強い結果となり、さらなる金融引き締め観測が織り込まれたことで金利は上昇に転じ、 1月
の金利低下が巻き戻される格好となりました。しかし 3月には、米国の地方銀行の経営破綻に端を
発する信用不安が広がり、将来の利下げ織り込みが加速したことや投資家のリスク回避姿勢が強
まったことから、金利は大きく低下しました。 4月以降は、強弱入り混じる経済指標の結果などか
ら、長期金利は方向感のない展開となりましたが、地方銀行の経営不安が再度意識されたことで、
米国の短中期金利は小幅に低下しました。
■為替相場（米ドル／円、ユーロ／円）
対円で米ドルは下落（円高）、ユーロは上昇（円安）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、インフレ率の低下期待などから米国金利が低下したこ
とで日米金利差の縮小が意識され、円高米ドル安となりました。2022年12月は、日銀が想定外の政
策修正を行ったことで金融緩和政策の転換などが意識され、日本の長期金利が大きく上昇するとと
もに円高米ドル安が進行しました。2023年 1 月には、日銀が金融緩和政策の維持を決定したことで
一時的に円安米ドル高が進行する局面もありましたが、日米金利差の縮小などにより円高米ドル安
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
※クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式
ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）: アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為
替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）
当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能

な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる投資機会が創出される
ものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いクリーンテック関連企業
に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の変化を背景に長期的な
成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。

基調が継続しました。しかし 2月に入り、堅調な米国の経済指標を受けて米国金利が大きく上昇し
たことで、円安米ドル高に転じました。 3月は、信用不安の拡大により米国金利が大きく低下した
ことや、リスク回避による円買い需要の高まりなどから、円高米ドル安となりました。その後は、
米国金利に連れる格好でレンジでの推移となったものの、当作成期末にかけてはＦＲＢ（米国連邦
準備制度理事会）の利上げ継続姿勢が意識される展開となり、小幅に円安米ドル高となりました。
ユーロ円為替相場は、当作成期を通じて上昇しました。信用不安の高まりによりユーロは対円で
下落する場面もあったものの、ユーロ圏の景気動向が市場予想を上回ったことや、ＥＣＢ（欧州中
央銀行）の利上げ継続観測などによりユーロは買い戻され、当作成期末にかけて上昇しました。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

ポートフォリオについて （2022. 11. 12 ～ 2023. 5. 11）

■当ファンド
当ファンドは、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」および「グリーンボン

ド・ファンド（為替ヘッジなし）」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期は、純資
産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程
度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度、組み入れました。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。
「地球温暖化対策」では米国の再生可能エネルギー大手のネクステラ・エナジー、「環境汚染防
止」では英国の水質検査装置のリーディングカンパニーのハルマ、「廃棄物処理・資源有効利用」
ではカナダの廃棄物処理業者ウエイスト・コネクションズ、「持続可能な食糧供給」では農薬散布
を最適化する技術の開発に取り組む米国の農機メーカーのディアなどの企業に投資しました。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。通貨別ではユーロ建てが最も多く、次いで米ドル建てなどに投資しました。債券種別
配分では社債を多めに配分しており、中でもユーロ建社債を選好しました。地域別では、欧州周辺
国への配分をやや多めとし、新興国については引き続きチリ、インドネシアなどを中心に多めの配
分としました。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

分配金について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当作成期は、基準価額の水準等を勘案して、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年11月12日
～2023年 5 月11日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 032 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

今後の運用方針

■当ファンド
純資産総額に対して、「クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を

50％程度、「グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）」の組入比率を50％程度とすることを
めざします。
■クリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、「地球温暖化対策」、「環境汚染防止」、「廃棄物処理・資源有効利用」、「持続可能
な食糧供給」などのテーマに着目して、これらの分野で優れた技術を有し、その技術を事業化して
いる企業に投資を行います。環境産業は、環境への世界的な関心の高まりに加え、新たなテクノロ
ジーの出現や政府および国際機関による政策的後押しなどによってさらなる投資機会が創出される
ものと期待されます。引き続き、高い技術力と競争優位性のある質の高いクリーンテック関連企業
に投資することにより、地球環境を守るための政策の後押しや人々の行動の変化を背景に長期的な
成長が期待できると考えます。
■グリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）

当ファンドは、グリーンボンド、すなわち二酸化炭素の排出量削減や再生可能エネルギー発電能
力の増強など、環境にやさしいプロジェクト向けの資金調達を目的として発行された公社債に投資
を行います。資金使途を環境分野へ限定したグリーンボンドは、近年、環境意識の高まりなどから
発行体の数が増加し、発行する業種にも多様化が見られます。グリーンボンドは、市場規模の拡大
に伴い、今後注目が高まる投資資産と考えています。当ファンドでは、クレジット分析などの一般
的な債券分析の手法に加えて、ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点からも銘柄を選定するこ
とで優良なグリーンボンドへの投資を行い、安定したリターンを獲得することをめざしていく方針
です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 11. 12～2023. 5. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 59円 0. 567％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は10, 374円です。

（投 信 会 社） （18） （0. 174）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （40） （0. 382）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （1） （0. 011） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0. 004 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 59 0. 571

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 69％です。

総経費率
1. 69％

運用管理費用
（投信会社）
0. 35％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 01％

運用管理費用
0. 51％

運用管理費用以外
0. 03％

　投資先
ファンド
0. 54％　

当ファンド
1. 15%

総経費率　（　①　＋　②　＋　③　） 1. 69％
①当ファンドの費用の比率 1. 15％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 51％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 03％

（注 1）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注 4）各比率は、年率換算した値です。
（注 5）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 6）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注 7）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2022年11月12日から2023年 5 月11日まで）
買　　　　　　付 売　　　　　　付

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

国　
　

内

千口 千円 千口 千円
アクサ ＩＭクリーンテック関連株式ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 202, 568. 153 295, 000 86, 059. 632 125, 000 

アクサ ＩＭグリーンボンド・ファンド
（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 243, 343. 304 250, 000 173, 453. 085 180, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■組入資産明細表
 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンド
の明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
国内投資信託受益証券
アクサ ＩＭクリーンテック関連
株式ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

1, 461, 297. 514 2, 082, 933 48. 0 

アクサ ＩＭグリーンボンド・
ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

2, 002, 753. 985 2, 068, 644 47. 7 

合 計
口 数 、 金 額 3, 464, 051. 499 4, 151, 578 
銘 柄 数 ＜ 比 率＞ 2 銘柄 ＜95. 7％＞ 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2023年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投資信託受益証券 4, 151, 578 95. 1
コール・ローン等、その他 216, 170 4. 9
投資信託財産総額 4, 367, 748 100. 0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 5 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 4, 367, 748, 381円

コール・ローン等 216, 170, 314
投資信託受益証券（評価額） 4, 151, 578, 067

（Ｂ）負債 28, 822, 866
未払解約金 4, 249, 474
未払信託報酬 24, 397, 544
その他未払費用 175, 848

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 338, 925, 515
元本 4, 149, 284, 189
次期繰越損益金 189, 641, 326

（Ｄ）受益権総口数 4, 149, 284, 189口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 457円

＊ 期首における元本額は3, 815, 353, 641円、当作成期間中における追加設定元本額
は568, 483, 182円、同解約元本額は234, 552, 634円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 457円です。
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クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド（予想分配金提示型）

 ■損益の状況
当期  自 2022年11月12日  至 2023年 5 月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △ 12, 709円

受取利息 467
支払利息 △ 13, 176

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 54, 518, 923
売買益 47, 318, 906
売買損 △ 101, 837, 829

（Ｃ）信託報酬等 △ 24, 573, 392
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 79, 105, 024
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 135, 093, 926
（Ｆ）追加信託差損益金 403, 840, 276

（配当等相当額） （ 180, 754, 423）
（売買損益相当額） （ 223, 085, 853）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 189, 641, 326
次期繰越損益金（Ｇ） 189, 641, 326
追加信託差損益金 403, 840, 276
（配当等相当額） （ 180, 754, 423）
（売買損益相当額） （ 223, 085, 853）
分配準備積立金 103, 536, 276
繰越損益金 △ 317, 735, 226

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 324, 747, 961　
（ｄ）分配準備積立金 103, 536, 276　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 428, 284, 237　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 428, 284, 237　
（ｈ）受益権総口数 4, 149, 284, 189口
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

28



アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭクリーンテック関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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アクサ　ＩＭグリーンボンド・ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
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